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国内の南極エキスパートによる
「特別講義I」

一線の海外研究者を講師に招いた
「特別講義II」

⇒HSI科目として開講



南極学特別講義Ⅱ
Special Lecture on Antarctic Science Ⅱ



南極学特別講義Ⅱ
Special Lecture on Antarctic Science Ⅱ

氷床・海氷・雪・氷・気象・気候

海洋・生態系・哺乳類・鳥・魚・プランクトン



南極学特別講義Ⅱ
Special Lecture on Antarctic Science Ⅱ

ブラッター教授による
雪氷・気候に関する講義



南極学特別講義Ⅱ
Special Lecture on Antarctic Science Ⅱ

ハーゲン教授による
海洋生態系に関する講義



受講生による英語のプレゼンテーション

南極学特別講義Ⅱ
Special Lecture on Antarctic Science Ⅱ



参考情報

北海道大学

南極学カリキュラム

参考情報

本学の大学院生が受講できる関連カリキュラムのご紹介



北海道大学 南極学カリキュラム

寒冷圏の現象、地球規模の環境変化、雪や氷の科学など、

南極を舞台に極域科学を総合的に学ぶための大学院プログラム



北海道大学 南極学カリキュラム
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主要6科目（実習4科目・講義2科目）を約1500名が受講

南極学特別実習I
（スイス氷河実習）

南極学特別実習II
（サロマ湖海氷実習）

南極学特別実習III
（野外行動技術実習）

南極学特別実習IV
（母子里雪氷実習）

南極学特別講義I

南極学特別講義II







4月に手稲山で南極学特別実習III(野外行動技術実習)を開催

国立極地研究所
樋口和生講師



南極学修了証書
Diploma of Antarctic Science

・15年間で96名の修了生

・約20名が南極観測に参加

⇒極域科学、南極観測への登竜門

・修了後の進路はさまざま
博士課程進学、海外留学、研究者、
気象庁、教員、公務員、一般企業、、、

⇒特に環境分野での人材育成

規定単位の修得者に修了証書を授与



・総合的に極域科学を学ぶ大学院プログラム

・2006年の開講以来の修了生は約100名

・主要科目は野外実習4科目と特別講義2科目

・海外講師を招いた特別講義をHSIとして開講

⇒次世代の極域研究者から環境問題の実務者まで

北海道大学 南極学カリキュラム


